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平成 18 年３月期通期業績予想および期末配当予想の修正に関するお知らせ 
 

 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 18 年２月 14 日に公表した平成 18 年３月期（平成 17 年４月１日 

～平成 18 年３月 31 日）の業績予想および期末配当予想について、下記のとおり修正いたしましたので

お知らせいたします。 

 

記 

 

１． 平成 18年３月期連結業績予想数値の修正（平成17年４月１日 ～ 平成 18年３月 31日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） ５，８００ ５５０ ３０８ 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） ５，８６３ ６３５ ３７１ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） ６３ ８５ ６３ 

増 減 率            （％） １．１ １５．５ ２０．５ 

（ご参考） 

前期実績（平成 17 年３月期） 
３，７３０ ２５５ １１２ 

 

２． 平成 18年３月期業績予想数値の修正（平成17年４月１日 ～ 平成 18年３月 31日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） ５，７７０ ５３０ ３００ 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） ５，８３４ ６１８ ３６２ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） ６４ ８８ ６２ 

増 減 率            （％） １．１ １６．６ ２０．７ 

（ご参考） 

前期実績（平成 17 年３月期） 
３，６７７ ２２８ ９６ 

 

 

 



 

３．業績予想修正の理由 

(1) 単独業績予想 

前回業績予想時点に比べ、売上高は微増となる見込みでありますが、概ね計画水準で推移すると
予測しておりました原価率が、品質の向上、生産性の向上などの要因に基づく改善基調の強まりに
より、通期で 1.1 ポイント程度低下する見通しです。 

加えて、販管費につきましても、前回業績予想時点より 0.3 ポイント程度圧縮が図られる状況に
あるため、原価率の低減効果と併せて大きく利益を押し上げる見通しとなりました。 
 以上を踏まえ、前回発表いたしました業績予想を上回る見通しとなりましたので、修正すること

といたしました。 

  (2) 連結業績予想 

   連結業績予想の修正は、主に単独業績予想の修正によるものであります。 

４．配当予想の修正 

(1) 配当予想修正の理由 

平成 18 年３月期の期末配当金につきましては、1 株当たり 12 円を予想しておりましたが、当期

の業績も順調に推移し、予想を上回る利益を計上できる見通しとなったため、株主各位の日頃のご

支援に報いるため、期末配当金を 15円とさせていただく方針を本日開催の取締役会において決議い

たしました。 

   なお本件は、平成 18年６月下旬開催予定の第35回定時株主総会に付議する予定であります。 

  (2) 修正の内容 

 
 

中 間 期 
 

 
期  末 

 
年  間 

前 回 予 想 

(平成 17年 11 月 15 日) 
－円－銭 12円 00銭 12 円 00銭

 
今 回 修 正 予 想 

 
－円－銭 15 円 00銭 15 円 00銭

(ご参考) 

前期実績(平成 17 年 3 月期) 
－円－銭 12円 00銭 12 円 00銭

 

以  上 
（注）この資料に記載しております売上高および利益の予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき作成しております。 

  従いまして、予想に内在する不確定要因や今後の事業運営における状況変化等により、実際の売上高および利益は 

  当該予想とは異なる結果となることがあります。 


